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歴史
歴史ニ於テハ古今ノ主要ナル歴史的事象ヲ知ラシメ邦國盛衰ノ因由、文化ノ進展推移ヲ會得セシメ特ニ我ガ國運進展ノ跡ヲ詳ニシ
我ガ國ノ歴史ト諸外國ノ歴史トノ異ル所以ヲ明確ニシ世界ニ於ケル我ガ國ノ使命ヲ自覺セシメ國民的信念ヲ鞏固ナラシムルコトヲ
要ス

國史
肇國以来ノ國民精神ガ國史ヲ一貫シテ總テノ人文ニ顕現セルコトヲ明ニシ以テ國體ノ本義ヲ明徴ニスベシ
…

外國史
東洋史及西洋史ノ史實竝ニ精神ノ特徴ヲ明ニスルト共ニ常ニ國史ト密接ナル聯關ヲ保チ國史ノ理會ヲ明確ナラシムル如キ史實ニ留
意シ之ヲ我ガ國ノ立場ヨリ批判スルノ用意ヲ怠ルベカラズ然レドモ徒ニ自尊排他ノ弊ニ陥ラシメザルコトヲ要ス
諸外國ノ國家成立ノ由来・國民性等ハ機會アル毎ニ比較考究セシメテ其ノ我ガ國ト異ル所以ヲ明ニシ以テ日本國民タルノ自覺ヲ啓
培スベシ
各時代ノ特色ヲ知ラシメ特ニ現代文化ノ趨勢ト世界ノ大勢トヲ明ニシ以テ世界ニ於ケル我ガ國ノ地位ヲ自覺セシメ大國民タルノ資
質ヲ育成スルコトニ力ムベシ

（時間配当) 第一學年 毎週２時；國史
第二學年 毎週１時；東洋史
第三學年 毎週２時；東洋史・西洋史（第一學期）、西洋史（第二、三學期）
第四學年 毎週２時；西洋史（第一學期）、國史（第二、三學期）
第五學年 毎週２時；國史

國史
第一學年 神代及上代 大化改新ト奈良時代 平安時代 鎌倉時代 建武中興ト吉野時代 室町時代 安土桃山時代 江戸時代

明治維新ト明治時代 大正昭和時代
第五學年 肇國ト國體ノ精華 社會組織ト國民道徳 大陸文物ノ輸入ト其ノ成果 …～ 現代ニ於ケル經濟・文化ノ進展 國民ノ覺語※

※ 國民ノ覺悟
一面ニハ肇國以來ノ國民精神ノ一貫セル跡ヲ顧ミテ彼我思想ノ相違ヲ知ラシメ國體ノ本義ヲ明ニシ他面ニハ現時ニ於ケル文化
ノ趨勢、世界ノ大勢及極東ノ形勢ヲ考察セシメ以テ各自其ノ分ニ勤メテ國運進展ノ為ニ邁進スベキ國民タルノ自覺ヲ促スベシ

外國史（東洋史）
東洋史ノ意義 上代ノ支那及印度 秦・漢時代 隋・唐時代 五代・宋時代 元時代 明時代 清時代 歐米諸國ノアジ
ヤ經略 中華民國 満洲帝國※ 現代ノ東洋 東洋史上ヨリ観タル我ガ國ノ使命ト國民ノ覺悟
※ 滿洲帝國；満洲帝國ノ成立ノ由来・理想及我ガ國トノ關係ヲ明ニスベシ

外國史（西洋史）
西洋史ノ意義 上代東方諸國 ギリシヤ ローマ 民族ノ大移動 中世ノヨーロッパ 新機運ノ世界 近代諸國家ノ發達
フランス革命 自由主義及國民主義ノ發展 最近世ノ文化 列強ノ世界政策 世界大戦 大戦後ノ世界情勢 西洋史上ヨ
リ観タル我ガ國ノ使命ト國民ノ覺悟

注意
…

五 外國史ニ於テ新思想等ニ就キテ授クルニ當リテハ誤解ヲ生ゼシメザルヤウ常ニ正シキ批判ヲ與フルコトヲ要ス
七 東洋史ニ於テハ朝鮮半島・満洲ニ關スル史實ヲ稍詳シク説キ是等ノ地方ガ古來我ガ國ト密接ナル關係ヲ有セルコトヲ知ラシムベシ
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＜東洋史＞
有高巌『最新中等東洋史』東京開成館,1939,1941
羽田亨『中等東洋史』冨山房,1939（昭和14 ）,1941（昭和16
山下寅次『新制中学東洋史』六盟館,1939,1941
杉本直治郎『改正新東洋史』精華房,1939,1941
＜西洋史＞
村川堅固『西洋史教程』寶文館,1938,1941,1943
中川一男『最新中等西洋史』東京開成館,1937,1938,1941,1943
時野谷常三郎『新編中等西洋史』三省堂,1938,1941,1943
新見吉治『新制中学西洋史』六盟館,1939,1941,1943
亀井高孝『新制中等西洋史』岩波書店,1938,1941,1943
茨木智志「戦時下における中等歴史教科書に関する基礎的考 
察」（歴史教育史研究会『歴史教育史研究』15,2017）による。 
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『世界史 B』山川出版 羽田亨『中等東洋史』 山下寅次『新制中学東洋史』杉本直次郎『改正新東洋 有高巌『最新中等東洋史』
教 社、2017（平成 29） 1937（昭和 12） 1937（昭和 12） 史』1937（昭和 12）及び 1941（昭和 16）；上古史
科 序章 先史の世界 第二章 上代の支那 第二章上代の支那及び印度 1941（昭和 16） 第 1 章 支那の國家の成立
書 第Ⅰ部 第 2 章アジア 第三章 周代の制度・文化 Ⅰ－１ 上代の支那 第 2 章 周

・アメリカの古代文明 第 3 章 周代の學術
3．中国の古典文明
人類；猿人→原人（北 【太古】
京原人）→旧人→新 周口店；数十万年前の原
人（周口店上洞人） 始人骨。

旧石器時代；打製石器 北支那各地より一・二萬
先 洞穴絵画、 年前の旧石器、新石器

新石器時代；磨製石器 漢民族 漢族；最初群侯の割拠 (新石器時代には土器)
史 獲得経済→生産経済 数千年前、支那民族（漢 数千年前より文明

文明の発生；潅漑農業 族）が黄河流域に村落。 漢族；牧畜・漁労→氏族
時 都市、金属器、文字 伝説 と酋長（国家はまだ）

人種、民族、語族 伝説；黄帝の建國。堯、舜 建国伝説；天子を選び立て 黄帝建國（皇紀前 1680， 古伝説；四千数百年前、
代 中国文明の発生←雑穀 た（堯・舜・禹；禅譲） 西紀前 2340 頃） 黄帝、堯・舜

（黄河）と稲（長江）。 ⇔ 我が國神話との相違 堯→舜→禹（禅譲）
仰韶文化（彩陶）と竜 夏；禹（前 2200 頃） ～ 夏；禹～桀 400 余年。 夏；禹～桀←湯王の放伐 【上古】三代(夏・殷・周)→秦
山文化（黒陶） 400 余年、桀王(前 1760) 殷；湯～紂 600 余年、銅器 殷；湯～紂←武王の放伐 夏；禹～ 400 余年

夏；確認されていない 殷；湯～ 600 余年、紂王 周；武王；放伐・革命⇔我 「革命」による王朝の 殷；湯～ 600 余年
殷 殷（⇔殷墟）；甲骨文 狩猟が主。占い（獣骨・ が國體との根本的相違 交替 ⇔ 日本の國體 亀甲・獣骨文字 青銅器
と 字 氏族集団連合体 亀甲に「最古の漢字」） 伯夷・叔齊。～ 800 余年。 文化 ；「古い漢字の記 東周；武王 周公
周 王都と邑 青銅器 西周；武王(前 1120)；「革 周代の文物と制度（←周公 された亀甲・獣骨や、 革命 ⇔ 日本の國体

( 周；易姓革命 「封建」 命」⇔「我が尊厳なる國 旦と成王が整頓）；封建 可なり精巧な工芸品」 封建制、六官の制、井
西 体制；王・天子・卿 體」と相違。 封建制、 制度ときびしい階級制度 生業；まだ狩猟が主 田制、大学,小学
周 ・大夫・家臣 井田法、軍政と学制（大 (天子・諸侯・士など)、 東周；武王、周公旦 封建 厳重な階級差別；天子・

) 氏族秩序（←宗法） 学・小学）（ ← 周公）。 礼制、官制（太宰など六 制度 成・康の世 六官、 諸侯・士、人民 ⇔日本
周が都を鎬京から洛邑 東周；平王 官）井田制、兵制、学制 井田法、兵・農合一、 家族制度；本家・分家

東 に移動（前 770） 春秋時代（凡そ 250 年間） 農桑の重視 兵農合一の 大学と小学（六芸）、 家族道徳；孝・悌、長幼
春秋時代(～ 前 403) 覇者；齊の桓公、晉の文 兵制、貨幣、銅器 生業；農耕と養蚕、 の序

周 覇者（斉の桓公、晋 公など 東周；建國 350 余年、都を 社会；天子から庶民ま 産業；農・蚕を重視
の文公） 戦國時代（200 年ばかり） 鎬京より洛邑へ での五階級、家族制度 風俗；結婚・葬式を重視

戦国時代（～ 前 221） 七雄 春秋の世 東周；平王 周の東遷；平王（前 770）
春 戦国の七雄（地図） 秦の富強；孝公、商鞅 群雄割拠→五覇；齊の桓 春秋時代（東遷後 250 年） 春秋時代；300 余年

各国で中央集権化 ⇔蘇秦の合従策、張儀の 公、晉の文公など 春秋の五覇（国名のみ） 五覇；周の桓公（←管
秋 中国文化圏拡大；華 連衡策 戦國の世 戦國時代（役 200 年間） 仲）、晉の文公、 楚の

夷思想 世相；競争の世、才能次 七國対立→秦の強大化 七國（趙・魏…燕・秦） 荘王、呉王夫差、 越王
・ 社会変動；農業と商工 第。貨幣。 蘇秦の合従策、張儀の連 秦の強大化 勾践

業発展 ← 鉄器（春 孔子；儒教、五経 衡策 → 秦による統一 蘇秦、張儀による合従、戦國時代（200 余年）；戦
戦 秋中期）、貨幣（戦 儒家；子思、孟子、荀子 孔子、儒教（孟子） 連衡説 ⇔ 秦の范雎 國の七雄 秦の台頭（孝

国）、大商人、旧身 道家；老子 老荘学派（老子、荘子） による遠交近攻策 公と商鞅） 合従・連衡
国 分制崩壊、実力本位 諸子百家；楊子（自愛説）、 法家（韓非） 商業発展、貨幣 商業発展；貨幣→大地主、

新思想；諸子百家 墨子（兼愛説）、法家（商 ⇔孔孟の教えは禅譲・放 富豪。 支那民族の拡大
時 儒家（孔子、孟子、 鞅、韓非） 伐を認めている点で「我 孔子；儒教、論語 工芸；鉄器（戦國時代）

荀子）墨家（墨子） 経済の発達；周代は農業、 が國體と相副はざる」点 諸子百家 儒教；孔子、孟子、荀子
代 道家（老子、荘子） 春秋時代は商・工業発展 があるが、家庭道徳では 儒教；孟子 諸子百家

法家（商鞅、韓非、 貨幣。精巧な銅器。 孝悌の道を説くなど我が 道家；老子、荘子 老子、荘子
李斯）兵家（孫子）、 社会：厳重な階級制度；天 國民生活と合致 墨子；兼愛説 商鞅、韓非
縦横家（蘇秦、張儀）、 子・諸侯・大夫・士・一 →「我が國民はその教の 楊子；自愛説 楊子（自愛説）
名家、陰陽家、農家、 般庶民（農・工・商） 異を捨てて同をとり、我 法家；商鞅、韓非 墨子（博愛説）
『論語』『詩経』『春 家族制度（族長・家長、長 が國民思想を培ふ資とし 兵家；孫子、呉子 蘇秦、張儀（縦横策）
秋』 『楚辞』 幼の序） た」（16）。 他に天文・暦学も 孫子、呉子（兵法）
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ゲルマニヤ民族 フン人 東ゴート族 西ゴート族 民族大移動 フランク族 ヴァンダル族 西ゴート王國
アッチラ カタラウヌムの戰 ゲルマニヤ傭兵の長オドアケル 西ローマ帝國滅亡 クロヴィス フランク王
國 テオドリック 東ゴート王國 16（1）
ユスチニヤヌス（ローマ法典編纂、養蚕の法、セント・ソフィヤ寺院、ヴァンダル王国・東ゴート王國征服）
ペルシヤ國 サラセン マホメット アラビヤ メッカ イスラム教（囘教） 預言者 メヂナ ヘジラ（紀

第一章 元元年） アラビヤ征服 サラセン帝國 カリフ 西ゴート王國滅亡 宮相チャールス・マルテル ツールの
第 戰 サラセン帝國の東西分裂 バグダード コルドヴァ キリスト教國に優る文化 ハルン・アル・ラシッド

民族の大移動 の時文化の黄金時代 科学の進歩（數學、理化學、星學） 航海術 ビザンチン式建築に基づく建築 アラベ
二 スク 生き残ったサラセン語（Algebra,Alkali,Alcohol,Admiral,Sofa,Muslim） 30（23）

原始キリスト教 僧侶階級発生 五本山（ローマ、コンスタンチノープル、アレクサンドリヤ、アンチオキ
編 ヤ、イェルサレム） 司教 パパス（法皇） ペートル ポーロ グレゴリー一世 偶像崇拝 レオ三世 偶

像破壊令 東西正教分離（ローマ正教とギリシヤ正教） ピピン ロンバルヂヤ人 法皇の領土発生 チャー
ルス大帝（ロンバルヂヤ王國征服等征服事業、法皇による西ローマ皇帝の帝冠授与、文化の光が再發） ヴェ
ルダン条約 メルセン條約 23（0）
ノルマン スカンヂナヴィヤ半島 デンマルク フランク帝國 ノルマンヂー公國 アングロ・サクソン（の
建國） イングランド アルフレッド大王 デーンの侵寇 ノルマンヂー公ウィリヤム（ヘースチングスの戰、
ノルマン朝、「ノルマンのイングランド征服」） ルーリク建國（ロシヤの起原） ナポリ王國 ノルマンのイ

中 スランド、グリーンランド、北アメリカ東北岸到達 18（0）
教會勢力の増大・文化的役割 破門の威力 ゴシック式 東フラン王國 オットー一世（大帝、マジャール人、

第二章 神聖ローマ皇帝 神聖ローマ帝國） グレゴリー七世 僧侶任免權 ヘンリー四世 法皇は王を破門（「王は
窮して法皇に謝罪し、僅かに破門を解かれた」） 法皇黨 皇帝黨 法王權の絶頂十三世紀 大空位時代

中古のヨーロッパ ハプスブルグ家 選擧侯（七大諸侯に皇帝選挙權） スウィスの獨立 封建制度 城砦 邦土 封建時代の社
會（兵と農の分離、上位者が王侯諸侯・武士階級・僧侶、最下位が農民） 領主 市民（商工業者）の勢力増
大と自治権獲得 武士道 闘武會（トーナメント） 27（0）

古 パレスチナ 巡礼 セルジュク・トルコ族 東カリフ國 ウルバン二世 クレルモン 十字軍 七回（第一回、
第三章 イェルサレム王國 第三回、獨・英・拂三国の王、失敗 第四回、東ローマ帝國攻撃） 結果（法王の権威衰
十字軍とその影響 弱、封建制度衰え王權が振興、新知識により人心開發、都市勃興） フィリップ四世 法皇のアヴィニョン幽囚

宗教改革の先駆者（ウィクリフ、フス） ヴェニス ジェノア 地中海貿易 自由都市 ハンザ同盟 17 （2）
概観；西ヨーロッパでは中央集権的な民族國家の對立、 東ヨーロッパでは蒙古人、 オスマン・トルコの侵入

第四章 アンジュー伯 ヘンリー二世 ジョン王の失地 大憲章 ヘンリー三世（英國議會衆議院の起り） カペー
王朝 フィリップ二世 フィリップ四世（三部會） 百年戰役 ヴァロア王朝 エドワード三世 オルレヤン

中古末の変動 ジャンヌ・ダルク カレー 薔薇戰爭 チュードル家 ヘンリー七世 コルドヴァのカリフ國 回教徒駆逐
カスチラ アラゴン イスパニヤ王國 グラナダ ポルトガル獨立 キプチャク汗國 バルカン半島 チム
ール ムハメッド二世 東ローマ帝國滅亡 34（8）

※固有名詞などの歴史用語以外に、記述の要点に係わる記述も記載した。歴史用語として太字で示した事項の数は 165、そのうち下線
を引いて示した西南アジア、イスラム世界に関する用語は 34（21.2 ％）となる。なお、記述は本文 222 頁中 28 頁（12.6 ％）である。
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